
20

本荘地域「 小松養蜂場 」
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12/16（火
）まで

12/16（火
）まで

12/16（火
）まで

　　

蜂
蜜
の
製
造
販
売
を
行
う

「
小
松
養
蜂
場
」の
、小
松
智
さ

ん（
45
歳
）に
お
話
を
伺
い
ま
し

た
。

■
創 

業

　

小
松
さ
ん
の
父
、政
明
さ
ん

が
昭
和
30
年
に
創
業
。当
時
は

ま
だ
食
糧
難
で
砂
糖
な
ど
も
手

に
入
り
に
く
い
時
代
。蜂
蜜
は

高
級
品
だ
っ
た
が
、病
気
が
ち

だ
っ
た
母
親
に
食
べ
さ
せ
た
い

と
の
思
い
か
ら
創
業
に
至
っ
た

と
い
う
。智
さ
ん
は
25
歳
頃
か

ら
携
わ
る
よ
う
に
な
り
、現
在
は

て
お
り
、お
い
し
い
蜜
が
採
れ
る

５
月
中
旬
か
ら
６
月
下
旬
の
短

期
間
に
、育
て
た
ハ
チ
を
連
れ
、

花
を
求
め
て
本
荘
由
利
、鹿
角
・

小
坂
な
ど
県
内
を
移
動
し
て
回

る
。

■
こ
だ
わ
り

　

全
て
自
家
採
蜜
で
採
っ
た「
純

秋
田
県
産
」の
蜂
蜜
を
販
売
す

る
こ
と
。

■
よ
ろ
こ
び

　
「
蜂
蜜
っ
て
こ
ん
な
に
お
い
し

か
っ
た
の
？
」と
言
っ
て
い
た
だ

い
た
と
き
。

■
今 

後

　

秋
田
の
蜂
蜜
は
こ
ん
な
に
す

ご
い
ん
だ
、と
い
う
こ
と
を
多
く

の
方
に
知
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

※

巣
箱
１
箱
に
は
１
万
〜
４
万
匹
（
時
期

に
よ
り
変
動
）
の
ハ
チ
が
住
ま
い
、
１
箱

に
入
っ
た
群
れ
を
「
１
群
」
と
呼
ぶ

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、市
商
工
会
に
加
盟
し
て
い
る

市
内
各
地
域
の「
人
気
の
お
店
」、「
頑
張
る
会
社
」を
紹
介
し
ま
す
。

第
34
回
は
、本
荘
地
域
の「
小
松
養
蜂
場
」で
す
。

「高い透明度は品質の証です」と話す小松さん

《第34回》

　　　

国
内
で
は
北
海
道
、東
北
、信

州
で
蜂
蜜
生
産
が
盛
ん
で
、特
に

秋
田
県
の
も
の
は
高
い
品
質
で

知
ら
れ
て
い
る
と
い
い
ま
す
。製

品
に
つ
い
て
語
る
小
松
さ
ん
の
言

葉
か
ら
、県
産
蜂
蜜
に
対
す
る

自
負
と
誇
り
を
感
じ
ま
し
た
。

　

開
花
期
間
に
は
フ
ル
回
転
で

頑
張
っ
て
く
れ
る
ハ
チ
た
ち
も
、

冬
期
間
は
ひ
と
休
み
。ま
た〝
究

極
の
蜂
蜜
〞を
生
み
出
す
た
め
、

静
か
に
来
春
を
待
っ
て
い
ま
す
。

111111

長谷部銀子さん（本荘地域）
伊藤　純二さん（大内地域）
石垣　知子さん（本荘地域）
阿部チヨ子さん（西目地域）
佐藤　喜雄さん（本荘地域）

大番から、「牛カルビ（１人前）
サービス券」をプレゼント！

No

12月1日
平成26年 201426年 20142
233

衆議院議員総選挙4

市政フラッシュ2

我が先達をたたえ
　　　　声高らかに
我が先達をたたえ
　　　　声高らかに

http://www.city.yurihonjo.akita.jp　編集・発行◎由利本荘市広報課http://www.city.yurihonjo.akita.jp　編集・発行◎由利本荘市広報課

11月15日に「小松耕輔生誕130年記念市民音楽祭」が
カダーレで行われ、大勢の観衆を前に本市・にかほ市の
小中学生が耕輔・平五郎兄弟の曲などを合唱しました。

11月15日に「小松耕輔生誕130年記念市民音楽祭」が
カダーレで行われ、大勢の観衆を前に本市・にかほ市の
小中学生が耕輔・平五郎兄弟の曲などを合唱しました。

アカシアの花と蜂場の様子

三
六
温
泉
●

三
六
温
泉
●

１０７１０７

本荘IC

新二十六木橋

営業時間／9：30～17：00
定休日／不定休

７７１０７１００１０７小
松
養
蜂
場

兄
弟
３
人
で
仕
事
に
あ
た
っ
て

い
る
。

■
商 

品

　

蜂
蜜
、ロ
ー
ヤ
ル
ゼ

リ
ー
、プ
ロ
ポ
リ
ス
、

化
粧
品
な
ど

◇
蜂
蜜
は
、花
の
蜜

を
ハ
チ
が
採
集
し
巣

箱
に
貯
め
る
こ
と
に

よ
り
初
め
て
で
き
る

も
の
で
、ア
カ
シ
ア
、

ト
チ
な
ど
の
花
を
求

め
て
ハ
チ
の
巣
箱
を

移
動
し
な
が
ら
採
取

す
る
。

◇
ミ
ツ
バ
チ
は
約
３

０
０
群
（※

）
を
飼
育
し
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本
市
の
食
材
や
観
光
を
ア

ピ
ー
ル
す
る
ア
ン
テ
ナ
居
酒
屋

「
秋
田
県
由
利
本
荘
市
う
ま
い

も
の
酒
場
」
が
11
月
７
日
、
東

京
都
千
代
田
区
神
田
錦
町
に

オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　

こ
の
居
酒
屋
は
、
10
月
６
日

に
本
市
と
パ
ー
ト
ナ
ー
連
携
協

定
を
結
ん
だ
株
式
会
社
ド
リ
ー

ム
リ
ン
ク(

秋
田
市)

が
運
営
。

本
市
特
産
の
秋
田
由
利
牛
や
山

菜
、
乳
製
品
な
ど
を
使
っ
た
１

０
０
種
類
以
上
の
料
理
と
、
市

内
４
つ
の
酒
蔵
の
地
酒
を
提
供

す
る
ほ
か
、
農
具
や
ご
て
ん
ま

り
を
店
内
に
飾
る
な
ど
、
本
市

の
魅
力
が
ま
る
ご
と
感
じ
ら
れ

る
店
舗
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

開
店
セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
、
長

谷
部
市
長
と
鈴
木
議
長
、
同
社

の
村
上
雅
彦
社
長
が
テ
ー
プ

カ
ッ
ト
を
行
い
、
駆
け
つ
け
た

　

市
で
は
高
速
道
路
を
利
用
す
る

ド
ラ
イ
バ
ー
に
観
光
情
報
を
発
信

し
よ
う
と
、
４
月
15
日
に
日
本
海

東
北
自
動
車
道
上
り
線
の
西
目

パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア(

以
下
西
目

Ｐ
Ａ)

に
無
料
休
憩
所
を
開
設
し

た
の
に
続
き
、
11
月
15
日
に
は
下

り
線
西
目
Ｐ
Ａ
に
無
料
休
憩
所
を

設
置
し
ま
し
た
。

　

15
日
・
16
日
の
両
日
に
わ
た

り
、
開
設
記
念
イ
ベ
ン
ト
と
し

て
上
下
線
の
無
料
休
憩
所
内
で

西
目
Ｐ
Ａ
観
光
連
絡
会
会
員
ら

が
観
光
案
内
、
観
光
・
物
産
Ｐ

Ｒ
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
ま
し
た
。

訪
れ
た
ド
ラ
イ
バ
ー
ら
は
観
光

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
手
に
取
っ
た

り
、
設
置
さ
れ
た
テ
ー
ブ
ル
セ
ッ

ト
で
コ
ー
ヒ
ー

を
飲
ん
で
一
息

入
れ
る
な
ど
、

思
い
思
い
に
休

憩
所
を
利
用
し

て
い
ま
し
た
。

　

休
憩
所
は
午

前
９
時
か
ら
午

後
５
時(

11
月
〜

３
月
は
午
後
４

時)

ま
で
利
用
で

き
、
休
憩
所
と

し
て
の
機
能
は

も
と
よ
り
、市
の

観
光
Ｐ
Ｒ
施
設

と
し
て
活
用
し

て
い
き
ま
す
。

　

ど
う
ぞ
お
気

軽
に
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

2平成 26年 12月 1日号　広報ゆりほんじょう

本
市
の
食

ピ
ー
ル
す
る

「
秋
田
県
由

も
の
酒
場
」

　

全
国
の
中
学
生
を
対
象
に
募

集
さ
れ
た
、
平
成
26
年
度
中
学

生
の「
税
に
つ
い
て
の
作
文
」で
、

小
川
涼
子
さ
ん
（
本
荘
北
中
３

年
）
が
国
税
庁
長
官
賞
を
、
ま

た
會
田
綺
さ
ん
（
本
荘
南
中
１

年
）
が
全
国
法
人
会
総
連
合
会

長
賞
を
そ
れ
ぞ
れ
受
賞
し
ま
し

た
。

　

募
集
は
国
税
庁
と
全
国
納
税

貯
蓄
組
合
連
合
会
が
、
税
に
関

す
る
意
識
を
高
め
税
に
つ
い
て

正
し
い
知
識
を
養
っ
て
も
ら
お

う
と
毎
年
行
っ
て
い
る
も
の
で
、

今
年
は
全
国
７
４
２
２
校
か
ら

61
万
５
２
３
０
編
の
応
募
が
あ

り
ま
し
た
。

　

小
川
さ
ん
の
作
品
は
「
日
本

を
救
う
た
め
に
」
と
題
し
、
今

年
の
４
月
に
行
わ
れ
た
消
費
税

増
税
の
理
由
を
、
ア
メ
リ
カ
の

16
代
大
統
領
・
リ
ン
カ
ー
ン
の

『
人
民
の
、
人
民
に
よ
る
、
人
民

の
た
め
の
政
治
』
と
い
う
言
葉

や
、
奴
隷
解
放
宣
言
の
手
紙
に

な
ぞ
ら
え
て
、『
日
本
を
救
う
た

め
』
と
位
置
づ
け
、
納
税
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
国
を
救
う
一
員

と
な
れ
る
幸
せ
と
、

国
民
一
人
一
人
が
税

に
関
心
を
持
ち
続
け

る
必
要
性
を
述
べ
ま

し
た
。

　

會
田
さ
ん
の
作
品

名
は
「
税
の
力
」。
カ

ダ
ー
レ
や
新
由
利
橋

の
完
成
を
目
に
し
て

税
の
力
の
大
き
さ
を

実
感
し
、
外
的
要
因

で
行
く
手
を
阻
ま
れ

た
と
き
で
も
、
健
や

か
で
安
心
で
き
る
未

来
を
実
現
す
る
手
段

と
し
て
税
が
あ
る
と

考
え
、
将
来
、
納
税

す
る
こ
と
で
義
務
と

責
任
を
感
じ
、
社
会
を
共
に
支

え
て
い
る
実
感
を
持
っ
た
と
き

に
見
え
る
風
景
が
楽
し
み
と
結

び
ま
し
た
。

　

11
月
11
日
に
は
市
内
の
ホ
テ

ル
で
表
彰
式
が
行
わ
れ
、
受
賞

者
20
人
に
表
彰
状
が
手
渡
さ
れ

ま
し
た
。
席
上
、
受
賞
者
を
代

表
し
て
小
川
さ
ん
が
受
賞
作
を

朗
読
し
、
参
列
者
か
ら
大
き
な

拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　

小
川
さ
ん
は
「
ま
だ
ま
だ
税

の
こ
と
を
深
く
理
解
し
て
い
ま

せ
ん
が
、
自
分
な
り
に
考
え
を

ま
と
め
ま
し
た
。
こ
ん
な
大
き

な
賞
を
い
た
だ
け
る
と
は
思
わ

ず
、
驚
い
て
い
ま
す
」
と
、
會

田
さ
ん
は
「
こ
の
作
文
を
書
く

こ
と
で
、
税
に
つ
い
て
知
る
こ

と
が
で
き
、
う
れ
し
く
思
い
ま

す
」
と
受
賞
を
喜
び
ま
し
た
。

国
税
庁
長
官
賞
・
全
国
法
人
会
総
連
合
会
長
賞
を
受
賞

表彰式の様子（受賞者は會田綺さん）

作文を朗読する小川涼子さん

由
利
本
荘
ふ
る
さ
と

会
の
会
員
ら
約
50
人

と
共
に
門
出
を
祝
い

ま
し
た
。

　

店
内
で
は
長
谷
部

市
長
が
「
ア
ン
テ
ナ

居
酒
屋
の
オ
ー
プ
ン

は
、
本
市
の
食
材
や

特
産
品
の
販
路
を
拡

大
す
る
絶
好
の
機
会

と
考
え
て
お
り
ま

す
。
市
と
し
て
も
で

き
る
限
り
協
力
し
て

い
き
た
い
」
と
あ
い

さ
つ
し
、
今
後
に
期

待
を
込
め
ま
し
た
。

〜
中
学
生
の
「
税
に
つ
い
て
の
作
文
」〜

　

国
内
の
伝
統
的
工
芸
品
産
業
の

振
興
に
関
し
て 

特
に
功
績
の

あ
っ
た
人
を
顕
彰
し
よ
う
と
、
一

般
財
団
法
人
伝
統
的
工
芸
品
産
業

振
興
協
会
が
主
催
す
る
「
平
成
26

年
度
伝
統
的
工
芸
品
産
業
大
賞
」

に
お
い
て
、
本
荘
ご
て
ん
ま
り
の

製
作
を
通
し
た
伝
統
的
工
芸
品
産

業
振
興
へ
の
尽
力
が
認
め
ら
れ
、

こ
の
ほ
ど
本
市
の
小
野
ア
キ
さ
ん

（
77
歳
・
東
梵
天
）
が
「 

作
り
手

部
門 

功
労
賞
」
を
受
賞
し
ま
し

た
。

　

11
月
14
日
に
市
役
所
を
訪
れ
た

小
野
さ
ん
は
、
小
野
副
市
長
に
受

賞
を
報
告
し
ま
し
た
。

　

小
野
副
市
長
は
「
受
賞
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
長
き
に
わ
た

る
努
力
と
情
熱
は
素
晴
ら
し
い
。

市
民
の
誇
り
で
す
」
と
た
た
え
ま

し
た
。

　

小
野
さ
ん
は
「
ご
て
ん
ま
り
を

作
り
始
め
て
、
あ
っ
と
い
う
ま
の

50
年
で
し
た
。
支
え
て
く
だ
さ
っ

た
皆
さ
ん
に
感
謝
し
ま
す
。
今
後

も
決
し
て
手
を
抜
か
ず
、
き
ち
ん

と
作
っ
て
い
き
た
い
」
と
話
し
て

い
ま
し
た
。

小
野
さ
ん
に
伝
統
的
工
芸
品
産
業
大
賞
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投
票
で
き
る
方
は

　

今
回
の
選
挙
で
投
票
で
き
る
方
は
、「
平

成
６
年
12
月
15
日
以
前
に
生
ま
れ
た
方

で
、
平
成
26
年
９
月
１
日
以
前
か
ら
由
利

本
荘
市
区
域
に
お
住
ま
い
に
な
り
、
住
民

基
本
台
帳
に
登
録
さ
れ
て
い
る
方
」で
す
。

　

入
場
券
は
４
日
ご
ろ
に
郵
送

　

衆
議
院
議
員
総
選
挙
の
公
示
に
合
わ

せ
、
投
票
所
入
場
券
は
12
月
４
日
ご
ろ
に

各
家
庭
に
郵
送
予
定
で
す
。
投
票
日
の
３

日
前
に
な
っ
て
も
届
か
な
い
時
は
、
選
挙

管
理
委
員
会
事
務
局
へ
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

※

入
場
券
が
な
く
て
も
投
票
は
可
能
で

　

す
。

　

投
票
所
・
投
票
時
間
は

　

投
票
所
、
投
票
所
の
開
閉
時
刻
は
投
票

区
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。
お
送
り
す
る

入
場
券
に
「
投
票
所
名
・
投
票
時
間
」
が

記
載
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
必
ず
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

　

当
日
、
投
票
所
で
の
投
票
は

　

お
送
り
す
る
投
票
所
入
場
券
で
「
投
票

所
と
な
る
施
設
、
投
票
で
き
る
時
間
」
を

必
ず
ご
確
認
の
う
え
、
入
場
券
を
持
っ
て

各
自
指
定
さ
れ
た
投
票
区
の
投
票
所
へ
お

越
し
く
だ
さ
い
。

　

投
票
用
紙
に
自
分
で
記
入
す
る
こ
と
が

困
難
な
方
は
、
代
理
投
票
や
点
字
に
よ
る

投
票
も
で
き
ま
す
の
で
、
投
票
所
で
そ
の

旨
を
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

※

市
役
所
本
庁
舎
も
投
票
日
当
日
は
投
票

　

所
と
な
り
ま
す
。

　

選
挙
公
報
を
お
届
け
し
ま
す

　

選
挙
公
報
は
、
選
挙
期
日
の
２
日
前
ま

で
に
各
家
庭
に
お
届
け
し
ま
す
。
候
補
者

の
政
見
な
ど
が
掲
載
さ
れ
ま
す
の
で
、
投

票
の
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　

開
票
は
即
日
、
市
総
合
体
育
館
で

　

開
票
作
業
は
、
投
票
日
当
日
午
後
８
時

45
分
か
ら
市
総
合
体
育
館
（
岩
谷
町
）
で

行
い
ま
す
。
参
会
人
席
に
は
限
り
が
あ
り

ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　

入
院
や
出
稼
ぎ
中
な
ど
の
方
は

　

指
定
さ
れ
て
い
る
病
院
や
施
設
に
入
っ

て
い
る
方
は
、
そ
こ
で
不
在
者
投
票
を
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
病
院
長
ま
た
は
施

設
長
に
不
在
者
投
票
請
求
の
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
市
に
住
所
が
あ
り
、
仕
事
な
ど

で
遠
く
に
お
住
ま
い
の
方
も
不
在
者
投
票

が
で
き
ま
す
。
投
票
用
紙
請
求
書
を
送
付

し
ま
す
の
で
、早
め
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

郵
便
投
票
証
明
書
を
お
持
ち
の
方
は

　

重
度
の
障
が
い
を
持
つ
方
な
ど
で
、「
郵

便
投
票
証
明
書
」の
交
付
を
受
け
た
方
は
、

自
宅
な
ど
で
郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票
が

で
き
ま
す
。
こ
の
場
合
の
投
票
用
紙
な
ど

の
請
求
期
限
は
、
12
月
10
日
㈬
で
す
が
、

手
続
き
す
べ
て
を
郵
便
で
取
り
扱
う
た

め
、
時
間
を
要
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
の

で
、
早
め
に
ご
請
求
く
だ
さ
い
。

　

投
票
所
に
行
け
な
い
方
は

　

投
票
日
に
仕
事
や
旅
行
な
ど
、
や
む
を

※市役所では期日前投票はできませんのでご注意ください。

※イオンスーパーセンターで土日に投票する場合、駐車場に限りがあるため、たいへ
　んな混雑が予想されます。ご不便をおかけしますが、曜日や時間帯をずらすか、他
　の投票所での投票などにご協力をお願いします。

総選挙のお問い合わせは選挙管理委員会事務局（☎24―６３９０）

■期日前投票ができる施設

施　　設　　名 設　置　期　間 投票できる期間

本荘由利広域行政センター
1階
（市役所本庁舎隣り）

イオンスーパーセンター
本荘店（石脇）
（園芸側出入り口付近）

各 総 合 支 所

亀田、上川大内、直根、笹子
の各出張所

午前 8時 30 分～午後 8時

午前 9時～午後 7時

午前 8時 30 分～午後 6時

午前 8時 30 分～午後 5時

12 月３日㈬

　　　～12月 13 日㈯

12 月８日㈪

　　　～12月 13 日㈯

　
衆
議
院
が
11
月
21
日
に
解
散
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
今
月
14
日
に
第
47
回
衆
議
院
議
員
総
選
挙
と
最
高
裁
判
所
裁
判
官

国
民
審
査
が
行
わ
れ
ま
す
。
投
票
は
、
有
権
者
の
責
任
、
そ
し
て
政
治
参
加
の
第
一
歩
。
各
候
補
者
や
政
党
な
ど
の
主
張
に
し
っ

か
り
と
目
を
向
け
、
耳
を
傾
け
、
貴
重
な
一
票
を
投
じ
ま
し
ょ
う
。

投
票
日
は
今
月
14
日
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衆
議
院
議
員
総
選
挙　
・
最
高
裁
判
所
裁
判
官
国
民
審
査なまはげ めいすいくん

得
な
い
事
情
に
よ
り
、
投
票
所
に
行
け
な

い
方
は
、
投
票
日
の
前
日
ま
で
に
「
期
日

前
投
票
」
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
期
日
前
投
票
の
受
付
時
間

・
衆
議
院
議
員
総
選
挙

12
月
３
日
㈬
〜
13
日
㈯

・
最
高
裁
判
所
裁
判
官
国
民
審
査

　

12
月
７
日
㈰
〜
13
日
㈯

　

投
票
で
き
る
期
間
が
異
な
り
ま
す
。
衆

議
院
と
国
民
審
査
を
あ
わ
せ
て
期
日
前
投

票
さ
れ
る
方
は
、
12
月
７
日
以
降
に
お
願

い
し
ま
す
。
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市
の
人
事
行
政
運
営
状
況概要

１ 

給
与
・
定
員
管
理 

な
ど

1　人件費の状況［ 普通会計決算 ］

2　職員給与費の状況［ 普通会計決算 ］

3　ラスパイレス指数

4 職員の平均年齢、平均給料月額および
平均給与月額の状況（平成26年4月1日現在）

5　職員の初任給の状況
　　　　（平成26年4月1日現在）

7　一般行政職の級別職員数の状況（平成26年4月1日現在）

8　職員の手当の状況［ 普通会計職員 ］

▷総務省「地方公共団体給与情報等公開システム」（http://www.soumu.go.jp/main_sosiki/jichi_gyousei/j-k_system/index.html）

区　分
住民基本台帳
人口（年度末）

歳 出 額
（A）（千円）

実質収支
（千円）

人 件 費
（B）（千円）

人件費率
（B/A）

（参考）
24年度の
人件費率

25年度 82,628人 50,878,587 2,193,128 7,830,642 15.4％ 16.1％

（注）人件費には、特別職に支給される給料などを含みます。

5,563

（注）1　職員手当には退職手当を含みません。
　　2　職員数は平成25年4月1日現在の人数です。

年　度

数　値

25年

103.1（95.3）

（注）ラスパイレス指数とは、国家公務員の給与水準を100と
　　した場合の、市職員の給与水準を示す指数です。
（注）括弧書きは、国家公務員の給与改定・臨時特例法の措置が
　　無かった場合における参考値です。

区　　分 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額

一般行政職

技能労務職

消　防　職

42.8歳

50.8歳

35.1歳

314,448円

309,461円

255,814円

369,475円

337,283円

321,544円

区　分
一般行政職
消　防　職

大学卒

高校卒

172,200円

140,100円

（注）1　平均給料月額は、各職種ごとの職員の基本給の平均です。
　　2　平均給与月額は、給料月額と毎月支払われる諸手当の額を合計したものの平均です。

区　　分 経験年数10年 経験年数20年 経験年数25年 経験年数30年

一般行政職

技能労務職

消　防　職

大学卒

高校卒

高校卒

高校卒

249,038円

207,044円

̶

202,675円

347,060円

294,255円

263,675円

291,050円

379,575円

352,186円

304,543円

347,414円

395,988円

371,150円

328,071円

364,057円

1級 2級 3級 4級 5級 6級 7級

合計
555人

主事・技師
43人7.7％

主任・
主任技師
68人12.3％

主　査
174人31.4％ 課長補佐・

班長
109人19.6％

課長・参事
90人16.2％ 次長・課長

45人8.1％ 部長・政策監
26人4.7％

（注）1　市の給与条例に基づく給料表の級区分による職員数です。
　　2　標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職務です。

①期末手当・勤勉手当 （平成25年度）

②退職手当

区　　分 支給割合
職制上の段階、職務の級等

による加算措置
一人当たりの平均支給額

期末手当

勤勉手当

2.6月分

1.35月分
役職加算　5～15％ 1,289千円

区　　分 勤続20年 勤続25年 勤続35年 最高限度額
その他の
加算措置

一人当たりの
平均支給額

③時間外勤務手当（各年度決算）

年度 支給実績 職員一人当たりの
平均支給年額

自己都合

定年・勧奨

23.03月分

28.79月分

32.83月分

38.96月分

46.55月分

55.86月分
55.86月分

定年前早期退職
特例措置

（2～20％加算）
21,429千円

24年

25年

242,410千円

278,646千円

251千円

300千円

（注）夜間勤務手当を含みます。

　

関
係
法
律
お
よ
び
市
条
例
に
基
づ
き
、市
職
員
の

給
与
・
定
員
管
理
、勤
務
条
件
な
ど
、人
事
行
政
の
運

営
な
ど
の
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

市
職
員
の
給
与
・
定
員
管
理
な
ど
は
、全
国
で
統
一

さ
れ
た
公
表
が
行
わ
れ
て
お
り
、市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
へ
掲
載
し
て
い
る
ほ
か
、総
務
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
は
全
国
の
地
方
公
共
団
体
と
本
市
の
状
況
を

比
較
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

人
事
　
公
表
し
ま
す

④その他の手当

手当名 内容および支給単価
国の制度との
異同・内容

支給実績
（25年度決算）

支給職員一人当たり
平均支給年額

（平成26年4月1日現在）

扶 養 手 当

住 居 手 当

通 勤 手 当

管理職手当

宿日直手当

休日勤務手当

寒冷地手当

扶養親族のある職員に対して支給
 ・配偶者 13,000円
 ・配偶者以外 6,500円
 （配偶者がない場合、そのうち１人につき） 11,000円
 ・子の特定期間加算額 5,000円
 （16歳年度始め～22歳年度末）

借家に居住する職員に支給
 ・借家（月額12,000円以上の家賃を支払っている職員に
　家賃額に応じて支給） 限度額　27,000円

管理または監督の地位にある職員に、
区分に応じて21,100円～57,400円を支給

宿日直を行った職員に支給
（勤務時間が5時間未満の場合は50％を乗じた額）
 ・普通宿日直 4,200円
 ・鳥海診療所 5,900円
 ・畜産センター 5,100円
 ・常直的な宿日直（月の1/2超） 21,000円
 ・常直的な宿日直（上記以外） 10,500円

休日などにおいて正規の勤務時間に勤務した場合、
１時間当たりの給料単価に135％を乗じた額を支給

11月から３月までの各月の初日に在職する職員の支給
 ・世帯主で扶養家族のある職員 17,800円
 ・世帯主で扶養家族のない職員 10,200円
 ・その他の職員 7,360円

同　じ

同　じ

同　じ

同　じ

異なる
（支給地域）

103,929千円

同　じ

26,759千円

60,684千円

55,802千円

586千円

49,014千円

60,817千円

207,030円

241,072円

60,684千円

374,510円

73,250円

116,979円

66,249円

通勤距離が２㎞以上である職員の支給
 ・交通用具使用（通勤距離に応じて支給）
 2,000円～24,500円
 ・交通機関利用（実費） 限度額 55,000 円

給与・手当の概要

9　特別職の報酬等の状況（平成26年4月1日現在）
区　　分 市　　　長 副　市　長

給 料

退 職 手 当

寒 冷 地 手 当

期末手当（平成25年度）

（810,000円）900,000円 （639,000円）710,000円

2.925月分

給料×0.47×在職月数 給料×0.28×在職月数

一般職に同じ

区　分 議　長 副 議 長 常任・議会運営委員長 議　員

報酬月額

期末手当 2.925月分

427,000円 377,000円 367,000円 359,000円

（注）市長・副市長の給料欄・報酬月額報酬欄の（ 　）内の額は
　  　平成26年4月1日から平成27年3月31日までの額です。

定員管理の状況

10  部門別職員数の状況（各年4月1日現在）
区　分

部　門
職　　員　　数

平成25年度 平成26年度
前年度
増減数

普
　
通
　
会
　
計
　
部
　
門

一
　
般
　
行
　
政
　
部
　
門

議 会

総 務

税 務

民 生

衛 生

農 林 水 産

商 工

土 木

計

教 育 部 門

消 防 部 門

小 計

水 道

下 水 道

そ の 他

小 計

合 計

7

182

48

124

80

73

32

65

611

140

186

937

32

16

68

116

7

185

48

122

79

73

32

63

609

137

187

933

31

16

69

116

0

3

0

△   2

△   1

0

0

△   2

△   2

△   3

1

△   4

△   1

0

1

0

1,053  
［1,497］

1,049  
［1,497］

  △   4  
［0］

会

計

部

門

公
営
企
業
等

11  年齢別職員構成の状況（平成26年4月1日現在）

12  定員管理の数値目標
平成17年4月1日～平成27年4月1日における定員管理の数値目標

平成17年4月1日
職　員　数

平成27年4月1日
職　員　数

純減数 純減率

1,453人 数値目標 1,023人 430人 29.6％

合　計

1,049人

24～27歳

28～31歳

32～35歳

81人

81人

109人

36～39歳

109人

40～43歳

129人
48～51歳

96人

44～47歳

91人

122人

52～55歳

162人
56～59歳

60歳以上

4人

20歳未満

12人

20～23歳

53人

（注）1　職員数は、一般職（教育長を含む）に属する職員数です。
　　2　［　］内は、条例定数の合計です。

6　職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況（平成26年4月1日現在）

（平成25年度）
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２ 勤務条件 など

1　職員の任免および職員数に関する状況
①職員の採用、退職の状況

2　職員の勤務時間その他の勤務条件の状況
（平成26年4月1日現在）

②職員数の状況 （平成26年4月1日現在） 3　職員の分限および懲戒処分の状況
（平成25年度）

4　職員の服務の状況
年次有給休暇の取得状況（一般職）

5　職員の研修および勤務成績の評定の状況
（平成25年度）

①職員の研修状況

6　職員の福祉および利益
　　の保護の状況（平成25年度）

職員の健康管理のため、毎年
健康診断を実施しています。

7　公平委員会の業務の状況
①不利益処分に関する不服申立の状況
職員は、懲戒その他その意に反する不利益な
処分を受けた場合、公平委員会に不服申立て
ができます。

②勤務条件に関する措置の要求の状況
職員は、給与、勤務時間その他の勤務条件に
関し、公平委員会に対して市当局より適切な
措置がとられるべきことを要求することが
できます。

採　　　用

退　　　職

45人

50人

44人

6人

定 年 退 職

そ の 他

平成26年4月1日

平成25年度中

（注）他団体からの派遣職員の着任や帰任は含みません。

勤務時間
月曜日～金曜日（休日を除く）
午前8時30分～午後５時15分
　　　　（うち休憩時間60分）

※このほか、療養休暇、組合休暇、病気休暇、特別休暇、
　介護休暇が必要と認められる場合に与えられます。

区　　　　分 定 数
級　　別　　職　　員　　数

計 部長級 課長級 課長補佐級 主査級 主任級 主事級

市長部局

総務部

企画調整部

市民福祉部

農林水産部

商工観光部

建設部

出納室

議会事務局

選挙管理委員会事務局

監査委員事務局

農業委員会事務局

教育委員会事務局

消防本部

ガス水道局

合　　　　　　計

967

9

6

4

8

237

197

69

1,497

20

10

2

3

1

1

2

1

1

1

1

1

1

1

1

27

79

20

8

22

12

4

13

0

0

0

0

0

16

13

7

115

96

23

6

38

8

8

12

1

1

1

0

1

15

34

6

154

339

75

15

159

36

11

38

5

5

0

2

4

75

51

20

496

73

22

8

25

2

5

11

0

0

0

0

1

20

33

4

131

59

19

2

25

2

3

8

0

0

0

0

0

9

56

1

125

666

169

41

272

61

32

84

7

7

2

3

7

136

188

39

1,048

（注）職員数は一般職に属するうち、教育長を除いた職員数です。
　　 消防本部は、消防職と一般行政職を併せた職員数です。

処分の種類 処分者数

分限処分

懲戒処分

降　格

休　職

免　職

降　任

免　職

停　職

減　給

戒　告

0人

3人

0人

0人

0人

0人

1人

0人

総付与日数　　　（a）

総取得日数　　　（b）

全対象職員数　　（c）

平均取得日数（b）/（c）

消化率　　　（b）/（a）

20,876日

5,449日

531人

10.3日

26.1%

※全対象職員とは、平成25年1月1日から平成
　25年12月31日までの全期間を在職した一
　般職の職員であり、中途に採用された者や
　退職した者、育児休業者は除いています。

研　修　名 受講者数

新規採用職員研修

課長研修

課長補佐研修

係長研修

中堅研修

３年目職員研修

クレーム対応キャリア研修

ミッションコーチング研修

県・市町村職員合同研修

市町村アカデミー研修

国際文化アカデミー研修

人事評価制度等内部研修

海外研修

民間実地研修

行政専門研修

29人

3人

9人

8人

6人

15人

7人

3人

24人

7人

4人

1,328人

2人

25人

12人

区　　分

健康診断

健康相談

受診者数

1,025人

166人

年度当初係属件数

年度中申立件数

年度中処理件数

年度末係属件数

0件

0件

0件

0件

年度当初係属件数

年度中申立件数

年度中処理件数

年度末係属件数

0件

0件

0件

0件②勤務成績の評定の概要
　年1回の定期昇給、6月・12月の勤勉手当支給の
際に職員の勤務成績の評定を行っています。

　

幼
児
期
の
学
校
教
育
や
保
育
、
地
域
の

子
育
て
支
援
の
量
の
拡
充
や
質
の
向
上
を

進
め
て
い
く
、「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援

新
制
度
」
が
平
成
27
年
４
月
か
ら
ス
タ
ー

ト
し
ま
す
。

　

新
制
度
で
は
、
幼
稚
園
や
保
育
所
な
ど

の
利
用
に
当
た
っ
て
、
教
育
・
保
育
の
必

要
性
や
保
育
の
必
要
量
に
応
じ
た
「
支
給

認
定
」
を
受
け
る
た
め
の
申
請
が
必
要
で

す
。

　

新
制
度
が
始
ま
る
の
に
伴
い
、
今
回
か

ら
認
定
申
請
と
保
育
所
利
用
申
し
込
み
を

同
時
に
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま

す
。
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■
保
育
所
利
用
申
込
書
の
提
出

受
付
期
間　

12
月
１
日
（
月
）
〜
平

成
27
年
１
月
23
日
（
金
）（
土
・
日
、

祝
日
、
年
末
年
始
を
除
く
）

■
保
育
所
利
用
に
つ
い
て

  

利
用
に
当
た
っ
て
は
、
児
童
の
保

護
者
の
い
ず
れ
も
が
次
の
い
ず
れ
か

の
事
由
に
該
当
し
、
保
育
の
必
要
性

の
認
定
（
保
育
認
定
）
を
受
け
る
こ

と
が
必
要
で
す
。

①
家
の
外
で
労
働
す
る
こ
と
を
常
態

と
し
て
い
る
（
月
60
時
間
以
上
）

②
家
の
中
で
子
ど
も
と
離
れ
て
日
常

の
家
事
以
外
の
労
働
を
す
る
こ
と
を

常
態
と
し
て
い
る

③
出
産
の
前
後
（
産
前
産
後
８
週
）

④
病
気
や
負
傷
、
あ
る
い
は
心
身
に

障
が
い
を
有
し
て
い
る

⑤
長
期
に
わ
た
り
病
気
や
心
身
に
障

が
い
の
あ
る
家
族
を
常
時
介
護
し
て

い
る

⑥
災
害
の
復
旧
に
当
た
っ
て
い
る

⑦
就
労
を
希
望
し
、
求
職
活
動
を
行

う
（
月
15
日
以
上
）

⑧
保
護
者
が
日
中
（
1
日
４
時
間
以

上
か
つ
週
４
日
以
上
）
就
学
し
て
い

る
場
合

⑨
Ｄ
Ｖ
な
ど
特
別
な
支
援
を
要
す
る

家
庭
と
判
断
さ
れ
た
場
合

■
申
し
込
み
に
必
要
な
書
類
（
受
付

場
所
、
ま
た
は
各
保
育
園
に
あ
り
ま

す
）

①
支
給
認
定
申
請
書

②
60
歳
未
満
の
家
族
が
子
ど
も
を
保

育
で
き
な
い
こ
と
を
証
明
す
る
も
の

（
稼
働
証
明
書
な
ど
）

③
税
関
係
書
類
（
平
成
26
年
１
月
１

日
、
平
成
27
年
１
月
１
日
の
住
所
が

と
も
に
本
市
の
場
合
は
提
出
不
要
）

◇
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
い
た
だ
く

か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

◇
入
所
の
承
諾
は
申
し
込
み
順
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

■受付場所・問い合わせ先
　子育て支援課　☎2 4－ 6 3 2 0、
または各総合支所市民福祉課

〜

　

ド
ラ
イ
バ
ー
も
歩
行
者
も
交

通
マ
ナ
ー
を
守
り
、
ゆ
と
り
を

も
っ
て
相
手
を
思
い
や
り
な
が

ら
行
動
し
ま
し
ょ
う
。

　

12
月
は
お
酒
を
飲
む
機
会
が

多
く
な
る
時
期
で
す
。「
飲
ん

だ
ら
乗
ら
な
い
、
乗
ら
せ
な
い
」

を
心
掛
け
、
お
酒
を
飲
ん
だ
人

も
飲
ま
せ
た
人
も
注
意
し
あ
い

な
が
ら
、
飲
酒
運
転
を
追
放
し

ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
降
雪
や
気
温
の
低
下

に
よ
る
路
面
の
凍
結
も
心
配
さ

れ
ま
す
の
で
、
ス
ピ
ー
ド
を
落

と
し
、
安
全
運
転
を
心
掛
け
ま

し
ょ
う
。

　保育所名　
本 荘 保 育 園
風の子保育園
ひかり保育園
石脇東保育園
石脇西保育園
石脇北保育園
中 央 保 育 園
子 吉 保 育 園
石 沢 保 育 園
松ヶ崎保育園
小 友 保 育 園
内 越 保 育 園
清 徳 保 育 園
矢 島 保 育 園
永 慶 保 育 園
みどり保育園
道 川 保 育 園

　保育所名　
亀 田 保 育 園
ゆ り 保 育 園
岩 谷 保 育 園
下川大内保育園
上川大内保育園
西 目 保 育 園
川 内 保 育 園
笹 子 保 育 園

〈　私立保育園　〉
電　話
22-0662
22-8885
22-0560
22-4183
22-2149
24-3622
23-1313
22-0045
29-2104
28-2054
22-3532
22-3165
24-2501
27-5656
69-3101
69-2131
73-2202

 

地　域

本　荘

矢　島

東由利

岩　城

〈　公立保育園　〉
地　域
岩　城
由　利

大　内

西　目

鳥　海

電　話
72-2353
53-4191
65-2008
66-2111
67-2149
33-2022
57-2010
59-2331

保
育
所
を

利
用
希
望
の
場
合

1
市に
｢保育の必要性｣
の認定を申請し
ます

２
市から認定証が
交付されます
(２号・３号認定)

３
保育所などの
利用希望の
申し込みをし
ます

４
申請者の希望、
保育所の状況な
どにより、市が
利用調整をし
ます

５
利用先の
決定後、
契約となり
ます

○ 「1」と「3」は同時に申し込みできます。

【保育所一覧】



　　
「
北
朝
鮮
人
権
侵
害
問
題
啓
発

週
間
」
は
、
北
朝
鮮
当
局
に
よ
る

人
権
侵
害
問
題
に
つ
い
て
認
識
を

深
め
る
と
と
も
に
、
国
際
社
会
と

連
携
し
な
が
ら
人
権
侵
害
問
題
を

解
決
し
、
そ
の
抑
止
を
図
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

日
本
人
拉
致
事
案
に
つ
い
て
情

報
を
お
持
ち
の
方
は
、
県
警
察
本

部
（
☎
０
１
８―

８
６
３―

１
１

１
１
）、
ま
た
は
由
利
本
荘
警
察

署
（
☎
23―

４
１
１
１
）
ま
で
お

知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

　

県
で
は
本
市
岩
谷
付
近
を
流
れ

る
芋
川
支
川
桂
川
な
ど
の
河
川
整

備
計
画
を
策
定
し
て
い
ま
す
。
策

定
中
の
原
案
に
対
す
る
公
聴
会
を

開
催
し
ま
す
。

日
時　

12
月
５
日
（金）　

14
時
〜

会
場　

新
あ
き
た
農
業
協
同
組
合

　

大
正
寺
販
売
所
２
階　

大
会
議
室

問
い
合
わ
せ
先　

県
河
川
砂
防
課

　

☎
０
１
８―

８
６
０―

２
５
２

　

０
、由
利
地
域
振
興
局
建
設
部
企

　

画
調
査
課　

☎
25―

４
５
４
５

　

家
屋
を
取
り
壊
し
た
場
合
に

は
、
家
屋
滅
失
届
の
提
出
が
必
要

で
す
。（
法
務
局
で
滅
失
登
記
を

さ
れ
た
場
合
は
不
要
で
す
）

　

固
定
資
産
税
は
、
１
月
１
日
時

点
の
状
況
に
基
づ
い
て
課
税
さ
れ

ま
す
の
で
、
年
内
に
家
屋
滅
失
届

の
提
出
（
ま
た
は
法
務
局
で
滅
失

登
記
）
を
す
る
と
、
翌
年
度
は
そ

の
家
屋
に
つ
い
て
固
定
資
産
税
が

課
税
さ
れ
ま
せ
ん
。

　

既
に
取
り
壊
さ
れ
て
い
る
場
合

で
も
、
年
内
に
提
出
さ
れ
な
い
場

合
に
は
、
実
際
に
年
内
に
取
り
壊

さ
れ
た
か
現
地
確
認
で
き
な
い
た

め
、
原
則
と
し
て
翌
年
度
も
課
税

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

◎
家
屋
滅
失
届
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ

　

ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き

　

ま
す
。

提
出
・
問
い
合
わ
せ
先　

税
務
課

　

資
産
税
班　

☎
24―

６
３
０
４
、

　

ま
た
は
各
総
合
支
所
振
興
課

　

設
備
の
更
新
の
た
め
、
次
の
通

り
休
館
し
ま
す
。

休
館
期
間　

12
月
14
日
（日）　

11
時

　

〜
19
日
（金）　

15
時
ま
で

問
い
合
わ
せ
先　

フ
ォ
レ
ス
タ
鳥

　

海　

☎
58―

２
８
８
８

市
民
相
談
員
に
よ
る
相
談（
要
予
約
）

日
時　

毎
週
木
曜
日　

13
時
15
分

　

〜
17
時

会
場　

市
役
所
市
民
相
談
室

行
政
相
談
・
人
権
困
り
ご
と
相
談

日
時　

12
月
10
日
（水）　

９
時
半
〜

　

11
時
半

会
場　

広
域
行
政
セ
ン
タ
ー　

第

　

４
会
議
室

消
費
生
活
相
談
員
に
よ
る
相
談

日
時　

月
〜
金
曜
日
（
祝
日
を
除

　

く
）　

９
時
〜
15
時

会
場　

市
役
所
市
民
相
談
室

弁
護
士
無
料
法
律
相
談（
要
予
約
）

日
時　

12
月
22
日
（月）　

10
時
〜
15
時

会
場　

市
役
所
第
５
会
議
室

受
付
開
始　

12
月
１
日
（月）　

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

市
民
相
談
室　

☎
24―

６
２
５
１

日
時　

12
月
５
日
（金）　

10
時
半
〜

　

11
時
、
17
時
半
〜
19
時

会
場　

由
利
本
荘
保
健
所

問
い
合
わ
せ
先　

由
利
地
域
振
興

　

局
福
祉
環
境
部　

☎
22―

４
１

　

２
２

　

今
年
５
月
に
開
催
さ
れ
、
好
評

だ
っ
た
ク
イ
ズ
ゲ
ー
ム
を
ク
リ
ス

マ
ス
を
前
に
再
び
開
催
し
ま
す
。

日
時　

12
月
14
日
（日）　

13
時
〜

会
場　

カ
ダ
ー
レ　

ギ
ャ
ラ
リ
ー

参
加
料　

無
料

対
象　

２
人
１
組
（
小
学
生
は
保

　

護
者
同
伴
。
未
就
学
児
童
は
参

　

加
で
き
ま
せ
ん
）

定
員　

50
組
１
０
０
人（
先
着
順
）

申
し
込
み
先　

カ
ダ
ー
レ
管
理
課

　

に
あ
る
参
加
申
込
書
に
記
入
、

　

も
し
く
は
申
し
込
み
専
用
フ
ォ

　

ー
ム
か
ら
応
募
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
専
用
フ
ォ
ー
ム

　

http://yurihonjo-sennenji.

　

com
/W
G/m
ail_form

.htm
l

問
い
合
わ
せ
先　

カ
ダ
ー
レ
管
理

　

課　

☎
22―

２
５
０
０

期
日　

12
月
７
日
（日）　

会
場　

ウ
ッ
デ
ィ
ー
ホ
ー
ル　

こ

　

だ
ま

【
手
打
ち
そ
ば
講
習
会
】

時
間　

９
時
〜
正
午

参
加
料　

千
円
（
材
料
代
含
む
）

【
新
そ
ば
試
食
会
】

時
間　

13
時
〜
15
時

参
加
料　

無
料

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

石
沢
そ
ば
郷
里
の
会　

井
島
さ

　

ん　

☎
29―

２
０
３
５

応
募
資
格　

県
内
に
居
住
す
る
交

　

通
遺
児
で
高
校
に
進
学
予
定
、

　

ま
た
は
在
学
し
経
済
的
理
由
に

　

よ
り
修
学
が
困
難
な
方

給
付
金
額　

月
額
１
万
６
千
円　

　
（
返
済
の
義
務
・
制
約
な
し
）

定
員　

若
干
名（
書
類
審
査
あ
り
）

◎
県
内
各
中
学
校
・
高
校
に
申
請

　

書
類
を
請
求
し
、
必
要
書
類
を

　

添
え
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

平
成
27
年
１
月
31
日
（土）
ま
で
、

　
（
公
財
）
片
野
重
脩
交
通
遺
児

　

奨
学
会
事
務
局
（
羽
後
交
通
㈱

　

秘
書
課
内
）　

☎
０
１
８
２―

　

３
２―

４
１
５
２

訓
練
科
・
定
員　

金
属
加
工
科（
18

　

人
）、電
気
・
通
信
施
行
技
術
科

　
（
15
人
）、住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
デ

　

ザ
イ
ン
科
（
18
人
）、
工
場
管

　

理
業
務
科
（
18
人
）

訓
練
期
間　

平
成
27
年
２
月
４
日

　

（水）
〜
７
月
29
日
（水）　

９
時
20
分

　

〜
15
時
40
分

対
象　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
求
職
申

　

し
込
み
を
し
、
技
術
・
技
能
を

　

身
に
つ
け
て
再
就
職
を
希
望
す

　

る
人

受
講
料　

無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
別

　

途
）

募
集
期
限　

12
月
19
日
（金）　

問
い
合
わ
せ
先　

秋
田
職
業
訓
練

　

セ
ン
タ
ー　

訓
練
課
受
講
者
第

　

一
係　

☎
０
１
８―

８
７
３―

　

３
１
７
８

【
商
工
会
珠
算
検
定
試
験
】

日
時　

平
成
27
年
２
月
15
日
（日）　

　

９
時
〜

会
場　

商
工
会
本
所
、
岩
谷
珠
算

　

教
室

申
込
期
間　

12
月
11
日
（木）
〜
平
成

　

27
年
１
月
16
日
（金）　

【
３
級
販
売
士
検
定
試
験
】

日
時　

平
成
27
年
２
月
18
日
（水）　

　

９
時
半
〜

会
場　

商
工
会
本
所

申
込
期
間　

12
月
18
日
（木）
〜
平
成

　

27
年
１
月
26
日
（月）　

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

市
商
工
会
本
所　

☎
23―

８
６

　

８
６
（
申
込
書
の
提
出
は
市
商

　

工
会
各
支
所
で
も
受
け
付
け
ま

　

す
）
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暮らしのお知らせ

（
公
財
）
片
野
重
脩
交
通
遺
児

奨
学
会
推
薦
募
集

「
工
藤
新
一
の
カ
ダ
ー
レ

大
迷
Ｑ
ク
イ
ズ
」
参
加
者
募
集

「
公
共
職
業
訓
練
」訓
練
生
募
集

「
市
商
工
会
」
各
種
検
定
募
集

　税金は、暮らしを支え豊かなまちづくりのための大切
な財源です。市では納税の公平性を確保するため、市税
などの滞納者に対して電話や手紙のほか、直接訪問して
納付を促しています。
　納税意思の見られない滞納者に対しては、債権などの
差し押さえを行っていますが、特に徴収が困難な場合は
「秋田県地方税滞納整理機構」に処理を依頼しています。

◆お早めにご相談ください
　病気や離職など、やむを得ない事情で税金を納期内に
納付できない場合は、お早めにご相談ください。
◆窓口業務の時間を延長します
　12月の水曜日と木曜日は時間を延長し、市税・国保税
の納付と相談を受け付けています。
場所　市役所収納課
期日　12月3日、4日、10日、11日、17日、18日、24日、25日
時間　19時まで
◆便利な“口座振替”をご利用ください
　納期のたびに金融機関などへ足を運ぶ必要がなく、ま
た、納め忘れの心配もありません。申し込みについてはお
気軽に問い合わせください。
■問い合わせ先
　収納課　☎２４－６２５６、または各総合支所振興課

税金は 暮らしを支え豊かなまちづくりのための大切

納税の公平性確保のために

今年度の差し押さえ実績（10月末現在）

預 貯 金
給 与
生 命・損 害 保 険
交 付 要 求
売 掛 金 、賃 料 ほ か
 合 　 　 計  
（参考）前年度同期

区　　　　　分 件　　数
117
218
8
4
86
433
435

金額（千円）
10,699
8,685
6,411
536

15,938
42,269
42,958

12
月
10
日
〜
16
日
は「
北
朝
鮮

人
権
侵
害
問
題
啓
発
週
間
」で
す

芋
川
支
川
桂
川
の
河
川
整
備
計
画

に
関
す
る
公
聴
会
を
開
催
し
ま
す

12
月
１
日
は
世
界
エ
イ
ズ
デ
ー

Ｈ
Ｉ
Ｖ
検
査・相
談
を
行
い
ま
す

家
屋
の
滅
失
届
に
つ
い
て

市
の
各
種
無
料
相
談

「
フ
ォ
レ
ス
タ
鳥
海
」休
館
し
ま
す

斎藤寅次郎映画監督生誕110年記念映画祭 観 覧 者 募 集
申し込み方法　【受付期間　12月1日～20日必着】
〇郵送による事前申し込みが必要です。郵便往復ハガキ
　（私製を除く）に必要事項を記入し郵送ください。
〇ハガキ1枚につき2人まで申し込みできます。入場整理
　券として返信ハガキを後日（翌年1月中）発送します。

往信面表に「〒015―0402　由利本荘市矢島町田中町
100―２　矢島郵便局付私書箱第二十一号　矢島歴史ま
ちなみをまもる会　斎藤寅次郎監督映画祭部会　土田宛」
と記入、返信面裏は白紙でお送りください。

返
信
面

①住所
②氏名
③電話番号
④入場人数（2人まで可）
⑤全員の氏名・年齢

①郵便番号
②住所
③氏名

問い合わせ先　矢島歴史まちなみをまもる会　映画祭部会　土田さん　☎５６―２７５３

日時　平成27年3月7日（土） 　13時～（正午開場）
会場　日新館　市民ホール
第１部・記念講演　
　演題「斎藤寅次郎監督映画と私」
　活動弁士　澤登翠氏
第２部・上映会　
　「子宝騒動」  34分、1935年、松竹キネマ、無声映画
　活動弁士　澤登翠氏出演
　「東京キッド」  81分、1950年、松竹、モノクロ、美空ひ
　ばり主演
　「ハワイ珍道中」  88分、1954年、新東宝初のカラー映画
定員　２５０人（応募者多数の場合、厳正な抽選により
　決定します）
座席　自由席（要申し込み。座敷席または椅子席）
◎映画祭開催のため、協力金として一人500円の支援を
　よろしくお願いします。

さわとみどり

手
打
ち
そ
ば
講
習
会・新
そ
ば
試
食
会



日
時　

12
月
17
日
（水）
・
平
成
27
年

　

１
月
21
日
（水）　

13
時
半
〜
15
時

　

半
会
場　

鶴
舞
会
館

内
容　

登
記
、
相
続
、
多
重
債
務
、

　

過
払
い
、
成
年
後
見
な
ど

定
員　

各
日
先
着
６
人（
要
予
約
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

開
催
日
の
前
週
金
曜
日
正
午
ま

　

で
、
秋
田
県
司
法
書
士
会　

☎

　

０
１
８―

８
２
４―

０
１
８
７

日
時　

12
月
10
日
（水）　

13
時
〜
16

　

時
（
遅
刻
早
退
構
い
ま
せ
ん
）

会
場　

カ
ダ
ー
レ　

和
室

対
象　

ひ
き
こ
も
り
な
ど
、
人
間

　

関
係
で
足
踏
み
し
て
い
る
方

問
い
合
わ
せ
先　

三
浦
さ
ん　

☎

　

23―

２
１
９
２
、
福
祉
支
援
課

　

☎
24―

６
３
１
５

日
時　

12
月
６
日
（土）　

12
時
半
〜

　

16
時
（
開
場
11
時
）

会
場　

カ
ダ
ー
レ　

大
ホ
ー
ル

入
場
料　

千
円

出
演　

あ
き
た
芸
能
つ
ど
い
の
会
、

　

本
海
獅
子
舞
番
楽
（
八
木
山
講

　

中
）、
本
海
流
屋
敷
番
楽
講
中
、

　

藤
陰
流
藤
袖
会
、
横
手
マ
ン
ド

　

リ
ン
ク
ラ
ブ

問
い
合
わ
せ
先　

あ
き
た
芸
能
つ

　

ど
い
の
会　

竹
禅
さ
ん　

☎
０

　

８
０―

２
８
４
２―

２
７
５
２

日
時　

12
月
14
日
（日）　

14
時
〜　

　
（
開
場
13
時
半
）

会
場　

シ
ー
ガ
ル

入
場
料　

無
料

曲
目　

ア
メ
リ
カ
ン
・
グ
ラ
フ
ィ

　

テ
ィ
ー
14
〜
ク
イ
ン
シ
ー
・
マ

　

ジ
ッ
ク
〜
、
エ
ル
・
カ
ミ
ー
ノ
・

　

レ
ア
ル
な
ど

問
い
合
わ
せ
先　

に
か
ほ
ウ
ィ
ン

　

ド
・
ア
ン
サ
ン
ブ
ル　

鈴
木
さ

　

ん　

☎
０
９
０―

４
０
４
４―

　

８
４
６
０

日
時　

12
月
14
日
（日）　

14
時
〜　

　
（
13
時
半
開
場
）

会
場　

ア
ク
ア
パ
ル　

多
目
的
ホ

　

ー
ル

入
場
料　

千
円

問
い
合
わ
せ
先　

武
田
さ
ん　

☎

　

22―

１
１
６
７

　

佐
々
木
良
三
氏
、
佐
々
木
恭
子

氏
を
講
師
に
、
楽
し
い
美
術
館
講

座
を
開
催
し
ま
す
。

　

ス
チ
レ
ン
ボ
ー
ド
に
デ
コ
ボ
コ

の
模
様
を
つ
け
る
こ
と
で
様
々
な

色
と
形
を
表
現
で
き
、
ど
な
た
で

も
楽
し
く
版
画
が
で
き
ま
す
。

日
時　

12
月
13
日
（土）　

13
時
〜
15

　

時
会
場　

亀
田
城
美
術
館

材
料
代　

３
０
０
円
（
当
日
会
場

　

に
て
徴
収
）

◎
水
や
絵
の
具
が
飛
び
散
っ
て
も

　

よ
い
服
装
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

12
月
９
日
（火）
ま
で
、
亀
田
城
美

　

術
館　

☎
74―

２
５
０
０
、
岩

　

城
教
育
学
習
課　

☎
73―

２
４

　

６
８

日
時　

12
月
４
日
（木）　

13
時
半
〜

　

16
時
15
分

会
場　

ア
ク
ア
パ
ル　

多
目
的
ホ

　

ー
ル

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

由
利
地
域
振
興
局
森
づ
く
り
推

　

進
課　

☎
22―

８
３
５
１
、
子

　

吉
川
流
域
林
業
活
性
化
セ
ン
タ

　

ー
事
務
局
（
本
荘
由
利
森
林
組

　

合
内
）　

☎
 24―

４
１
４
１
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暮らしのお知らせ

○「情報ガイド」掲載の記事は、主催団体などを所管する市役所担当課の承認を得たものです。掲載希望の際は、担当各課へご相談ください。

司
法
書
士
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー

法
律
相
談
会

あ
き
た
芸
能
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

チ
ャ
リ
テ
ィ
シ
ョ
ー

フ
レ
ッ
シ
ュ
美
術
講
座
１ 

「
ス
チ
レ
ン
版
画
で
遊
ぼ
う
！
」

子
吉
川
流
域
木
質
バ
イ
オ
マ
ス

利
用
促
進
セ
ミ
ナ
ー

第
31
回
に
か
ほ
ウ
ィ
ン
ド・ア
ン

サ
ン
ブ
ル
定
期
演
奏
会

リ
ソ
ナ
ン
ツ
ァ　

ム
ジ
カ
ー
レ

第
29
回
演
奏
会

「
ひ
な
た
」
に
参
加
し
ま
せ
ん
か

1
月

2
火

3
水

8
月

9
火

10
水

11
木

12
金

13
土

14
日

15
月

16
火

17
水

19
金

20
土

21
日

22
月

23
火

28
日

カ：カダーレ　☎22-2500　中：中央公民館　☎22-0900　ア：アクアパル　☎22-5611　総：市総合体育館　☎62-0500　シ：シーガル　☎33-2315○ ○ ○ ○ ○

1
月
の
予
定

1
月
の
予
定

1212
５
施
設
の
催
事
案
内

○総○総○総○総○総○総 ○ア○ア○ア○ア○ア ○カ○カ○カ○カ ○カ○カ○カ○カ○カ○カ○カ ○カ○カ○カ○カ ○カ ○カ ○カ○中○中

※

催
し
物
の
時
間
な
ど
詳
し
く
は
各
施
設
へ
ご
確
認
く
だ
さ
い

５
日　

市
消
防
出
初
式
（
式
典
）　

11
時
半
〜
13
時
半 　

　
　
　

休
館
日

○ア

　
　
　
　

休
館
日

○ア
○ア

　
　
　
　

休
館
日

○総
○ア

　
　
　
　

休
館
日

○総

　
　
　
　

休
館
日

○カ

　
　
　
　

休
館
日

○カ

土

27
金

26
木

25
水

24
木

1829
月

30
火

31
水

4
木

5
金

6
土

7
日

県
高
体
連
新
人
大
会
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
競
技　

８
時
〜
18
時

本
荘
由
利
児
童
生
徒
美
術
展（
〜
５
日
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

９
時
〜
20
時（
５
日
15
時
ま
で
）

映
画
上
映「
蜩
ノ
記
」　

14
時
10
分
〜
16
時
10
分　

入
場
料
あ
り

子
吉
川
流
域
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
利
用
促
進
セ
ミ
ナ
ー　

13
時
半
〜

あ
き
た
芸
能
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル　

チ
ャ
リ
テ
ィ
シ
ョ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　

12
時
半
〜
16
時
半　

入
場
料
あ
り

は
っ
ぴ
ぃ
さ
あ
く
る
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト　

９
時
半
〜
15
時
半

第
４
回
県
高
校
Ｏ
Ｂ
フ
ッ
ト
サ
ル
大
会　

８
時
半
〜
17
時

第
１
回
由
利
本
荘
に
か
ほ
市
民
が
健
康
を
学
ぶ
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

12
時
50
分
〜
15
時
半

ゴ
ス
ペ
ル
サ
ー
ク
ル
Ｗ
ｉ
ｓ
ｈ
無
料
体
験
会　

10
時
〜
正
午

榎
並
悦
子
写
真
講
座　

９
時
半
〜
15
時
半　

参
加
料
あ
り

冬
の
貝
殻
細
工
教
室　

９
時
40
分
〜
12
時
半　

参
加
料
あ
り

県
ジ
ュ
ニ
ア
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
選
手
権
大
会　

８
時
〜
18
時

子
供
服
・
婦
人
服･

雑
貨
の
販
売　

10
時
〜
20
時

田
村
真
寛
コ
ン
サ
ー
ト　

15
時
半
〜
17
時
半　

入
場
料
あ
り

由
利
工
業
高
校
第
34
回
吹
奏
楽
部
定
期
演
奏
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

14
時
〜　

入
場
料
あ
り

第
18
回
本
荘
由
利
小
学
校
新
人
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
〜
14
日
）　

８
時
〜
17
時

工
藤
新
一
の
カ
ダ
ー
レ
大
迷
Ｑ
ク
イ
ズ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

13
時
〜
14
時　

要
申
し
込
み

リ
ソ
ナ
ン
ツ
ァ 

ム
ジ
カ
ー
レ
第
29
回
演
奏
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

14
時
〜　

入
場
料
あ
り

地
域
づ
く
り
推
進
フ
ォ
ー
ラ
ム　

13
時
半
〜
16
時

シ
ル
バ
ー
カ
レ
ッ
ジ
鳳
山
学
園　

10
時
〜
正
午

カ
ダ
ー
レ
ピ
ア
ノ
リ
レ
ー（
〜
20
日
）

　
　
　
　
　
　
　
　

９
時
半
〜
16
時（
20
日
15
時
ま
で
）

市
民
講
座「
秋
田
を
元
気
に
す
る
ア
ク
シ
ョ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　

エ
ク
サ
サ
イ
ズ
」　

13
時
半
〜
15
時

ぽ
ぽ
ろ
Ｃ
Ｕ
Ｐ
２
０
１
４  

Ｉ
Ｎ  

Ｄ
Ｅ
Ｗ
Ａ  

Ｊ
Ｈ
Ｓ

　
　
　
　
　
　
　
　
【
女
子
】（
〜
21
日
）　

８
時
〜
17
時

全
日
本
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
コ
ン
テ
ス
ト　

県
大
会
中
央
地
区

　
　
　
　

予
選
由
利
本
荘
大
会　

10
時
〜　

入
場
料
あ
り

由
利
本
荘
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
献
血　

10
時
〜
16
時

映
画
上
映「
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｎ
Ｄ  

Ｂ
Ｙ  

Ｍ
Ｅ  

ド
ラ
え
も
ん
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

10
時
〜　

入
場
料
あ
り

北
東
北
キ
ッ
ズ
エ
リ
ー
ト
交
流
会　

９
時
〜
17
時

子
供
服
・
婦
人
服･

雑
貨
の
販
売　

10
時
〜
20
時

本
荘
高
校
ニ
ュ
ー
イ
ヤ
ー
ズ
イ
ブ
コ
ン
サ
ー
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

14
時
〜　

入
場
料
あ
り

は
っ
ぴ
ぃ
さ
あ
く
る
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト  

９
時
半
〜
15
時
半

InformationInformationInformation
〇12月の各館行事カレンダー

〇休 館 日
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～
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～

～

～
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㈪ ㈪ ㈪ ㈪ ㈫ ㈪ ㈬
㈫ ㈰ ㈬
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　本荘税務署では、個人事業者を対象に、所得税
法の改正点、決算に当たっての留意事項、ｅ－Ｔ
ａｘの利用の仕方など基本的な事項について説
明会を行います。申し込みは不要ですので、お気軽
に参加ください。
説明時間　いずれも２時間程度
持ち物　年末調整関係書類、筆記用具
【営業所得者・不動産所得者の説明会日程】
〇青色申告の方
12月9日（火）　13時半～　市商工会　由利支所
12月11日（木）　10時～、13時半～　市職業訓練
　センター
12月12日（金）　13時半～　市職業訓練センター
〇白色申告の方
12月９日（火）　10時～　市商工会　由利支所
12月12日（金）　10時～　市職業訓練センター

【農業所得者の説明会日程】
〇青色申告の方
12月18日（木）　13時半～　秋田しんせい農業
　協同組合本店　第１会議室
〇白色申告の方
12月18日（木）　10時～　秋田しんせい農業協
　同組合本店　第１会議室
問い合わせ先
　本荘税務署個人課税部門　☎２２－２３３５
　（音声案内で２番を選択してください）

本荘税務署本荘税務署
「決算説明会」を行います「決算説明会」を行います

本荘税務署本荘税務署
「決算説明会」を行います「決算説明会」を行います

本荘税務署
「決算説明会」を行います

日時
会場
参加料
申し込み・問い合わせ先 ☎

年末の図書貸出冊数・貸出期間変更のお知らせ年末の図書貸出冊数・貸出期間変更のお知らせ年末の図書貸出冊数・貸出期間変更のお知らせ
　12月13日（土）から年内最終開館日まで、各市内図書館・図書室の貸出
冊数と期間を次の通り変更します。
・貸出冊数　10冊  →  15冊　  ・貸出期間　15日間  →  22日間



１
車
道
に
は
雪
を
出
さ
な
い
！

　
宅
地
内
の
雪
は
車
道

に
出
さ
な
い
で
く
だ
さ

い
。
交
通
渋
滞
や
事
故

の
原
因
と
な
り
、
た
い

へ
ん
危
険
で
す
。

２
路
上
駐
車
は
み
ん
な
の
迷
惑

　
路
上
駐
車
や
故
障
車
両
の
放
置
は
、

除
雪
作
業
の
妨
げ
と
な
り
ま
す
の
で

や
め
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
道
路
上
に
置

か
れ
た
鉄
板
や
ブ

ロ
ッ
ク
な
ど
は
跳
ね

上
げ
る
危
険
が
あ
り

ま
す
の
で
撤
去
し
て

く
だ
さ
い
。

３
玄
関
前
の
除
雪
は
各
家
庭
で

　
玄
関
先
や
車
庫
か

ら
道
路
へ
出
る
間
口

の
確
保
は
、
各
家
庭

で
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

４
流
雪
溝
は
マ
ナ
ー
を
守
っ
て

　
流
雪
溝
を
利
用
す
る
時
は
、
必
ず

時
刻
を
守
っ
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

流
雪
溝
で
な
い
水
路
な
ど
に
は
雪
を

捨
て
な
い
で
く
だ
さ
い
。
道
路
に
水

が
あ
ふ
れ
る
と
凍
結
や
浸
水
の
原
因

に
な
り
ま
す
。
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県
内
一
広
い
面
積
を
持
つ
由
利
本
荘

市
の
除
雪
路
線
は
２
８
４
２
路
線
、

１
２
６
２
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
も
及
び
ま

す
。

　

市
が
所
有
す
る
除
雪
機
械
は
１
２
６

台
あ
り
、
さ
ら
に
民
間
か
ら
１
２
６
台

の
機
械
を
借
り
上
げ
し
、
19
箇
所
の
出

動
拠
点
か
ら
除
雪
作
業
を
行
い
ま
す
。

　

早
朝
に
お
け
る
各
総
合
支
所
の
除
雪

作
業
は
、
遅
く
と
も
午
前
３
時
に
は
始

ま
り
、
７
時
ま
で
に
は
全
地
域
で
の
完

了
を
目
指
し
ま
す
。

　

由
利
本
荘
市
で
は
積
雪
が
沿
岸
部
で

50
㌢
以
上
も
し
く
は
内
陸
部
で
１
２
０

㌢
以
上
に
な
っ
た
場
合
「
由
利
本
荘
市

道
路
雪
害
対
策
本
部
」
を
設
置
し
ま
す
。

　

対
策
本
部
で
は
道
路
の
交
通
確
保
の

強
化
の
た
め
、
各
総
合
支
所
の
連
絡
を

強
化
し
、
相
互
の
応
援
体
制
を
整
え
ま

す
。
な
お
、
平
成
25
年
度
除
雪
費
は
、

十
億
二
千
百
万
円
を
費
や
し
て
い
ま
す
。

　

由
利
本
荘
市
で
は
一
般
の
方
々
に
対

し
て
、
主
に
ダ
ン
プ
ト
ラ
ッ
ク
な
ど
を

利
用
し
た
運
搬
排
雪
の
た
め
の
雪
捨
場

を
指
定
し
て
い
る
地
域
が
あ
り
ま
す
。

　

屋
根
の
雪
や
、
宅
地
内
で
や
り
場
の

な
い
雪
は
指
定
さ
れ
た
雪
捨
場
に
捨
て

ま
し
ょ
う
。

　

雪
捨
場
で
は
他
の
運
搬
車
両
や
除
雪

機
械
が
あ
り
ま
す
の
で
、
場
内
で
は
十

分
気
を
つ
け
て
作
業
し
て
く
だ
さ
い
。

  

ま
た
、
地
域
外
か
ら
の
雪
の
持
ち
込

み
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。 

　

雪
捨
場
を
指
定
し
て
い
る
地
域
は
次

の
と
お
り
で
す
。
な
お
、
本
荘
地
域
の

雪
捨
場
に
つ
い
て
は
左
記
の
箇
所
に
変

更
と
な
り
ま
す
。
以
前
ま
で
の
「
国
療

跡
地
」
は
利
用
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

本
荘
・
・
石
脇
字
田
尻　

レ
ク
レ
ー

　
　

シ
ョ
ン
広
場
（
本
荘
マ
リ
ー
ナ
脇
）

矢
島
・
・
矢
島
町
立
石
字
長
泥　

旧
矢

　
　

島
グ
ラ
ウ
ン
ド
駐
車
場

◎
本
荘
、
矢
島
以
外
の
地
域
で
排
雪
場

　

所
に
お
困
り
で
し
た
ら
、
各
総
合
支

　

所
建
設
課
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
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１
２
６
２
㌔
を
迅
速
に
除
雪

排
雪
は「
指
定
雪
捨
て
場
」へ

ご協力をお願いしますご協力をお願いしますご協力をお願いします

　

毎
年
、
除
雪
中
の
事
故
が
多
発
し
、
人
的
な
被
害
も
発
生
し
て
い
ま
す
。

次
の
点
に
留
意
し
て
、
除
雪
中
の
事
故
を
防
止
し
ま
し
ょ
う
。

①
作
業
は
２
人
以
上
で
行
い
ま
し
ょ
う
。

・
雪
下
ろ
し
作
業
は
１
人
で
行
わ
ず
、
２
人
以
上
で
行
い
ま
し
ょ
う
。

・
や
む
を
得
ず
、
１
人
で
作
業
す
る
と
き
は
家
族
や
隣
近
所
に
声
を
掛
け

　

ま
し
ょ
う
。

②
安
全
な
服
装
で
命
綱
を
必
ず
つ
け
ま
し
ょ
う
。　

・
底
の
厚
い
長
靴
は
避
け
て
、
滑
り
に
く
い
手
袋
や
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
正
し

　

く
着
用
し
、
動
き
や
す
い
服
装
で
行
い
ま
し
ょ
う
。

・
転
落
防
止
の
た
め
、
安
全
帯
や
命
綱
を
必
ず
つ
け
ま
し
ょ
う
。
命
綱
に

　

は
ザ
イ
ル
や
麻
ロ
ー
プ
な
ど
滑
ら
な
い
材
質
の
も
の
を
使
い
、
正
し
く

　

結
ん
で
専
用
の
ア
ン
カ
ー
を
使
い
、
家
の
反
対
側
の
柱
や
太
め
の
樹
木

　

に
結
ぶ
な
ど
、
状
況
に
応
じ
て
工
夫
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

③
無
理
な
く
安
全
な
作
業
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

・
雪
下
ろ
し
は
重
労
働
で
す
。
体
力
や
経
験
を
過
信
せ
ず
、
準
備
運
動
を

　

し
て
十
分
な
休
憩
を
と
り
ま
し
ょ
う
。体
調
の
悪
い
と
き
は
無
理
せ
ず
、

　

作
業
を
行
わ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

・
屋
根
の
雪
は
20
㎝
程
度
残
し
て
足
場
を
確
保
し
行
い
ま
し
ょ
う
。

④
は
し
ご
や
脚
立
は
し
っ
か
り
固
定
し
て
使
用
し
ま
し
ょ
う
。

・
足
場
を
固
定
し
、
安
定
し
た
場
所
で
安
全
な
角
度
で
立
て
掛
け
ま
し
ょ

　

う
。

・
は
し
ご
を
登
る
と
き
は
、
な
る
べ
く
道
具
を
持
た
な
い
よ
う
に
し
ま

　

し
ょ
う
。

⑤
気
温
が
暖
か
く
、
雪
が
ゆ
る
み
だ
す
日
は
落
雪
、
つ
ら
ら
落
下
の
危
険

　

性
が
高
ま
り
ま
す
の
で
、
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

⑥
流
雪
溝
の
ふ
た
を
開
け
た
ま
ま
に
し
て
お
く
と
、
歩
行
者
や
自
動
車
の

　

通
行
の
妨
げ
に
な
る
だ
け
で
な
く
、
転
落
事
故
の
危
険
も
あ
る
た
め
絶

　

対
に
や
め
ま
し
ょ
う
。

■問い合わせ先 ■地域ごとの除雪延長

地域・所管課 休日･夜間
の連絡先連絡先

本　荘
矢　島
岩　城
由　利
大　内
東由利
西　目
鳥　海

建設部建設管理課

各総合支所
建設課

24-6341
55-4955
73-2015
53-2115
65-2802
69-2115
33-4616
57-2204

24-3321
55-4955
73-2011
53-2111
65-2211
69-2110
33-2211
57-2201

ス
ム
ー
ズ
、
確
実
な
除
雪
作
業
の
た
め

ス
ム
ー
ズ
、
確
実
な
除
雪
作
業
の
た
め

　
　
　
　

こ
れ
だ
け
は
守
っ
て
く
だ
さ
い

こ
れ
だ
け
は
守
っ
て
く
だ
さ
い

ス
ム
ー
ズ
、
確
実
な
除
雪
作
業
の
た
め

　
　

こ
れ
だ
け
は
守
っ
て
く
だ
さ
い

　今年もいよいよ降雪期に入りました。例年積雪による交通の混乱は
市民生活や社会・経済活動に大きな障害をもたらしています。
　市では降雪による交通の混乱を防ぐため、市民生活の安定と社会・
経済活動の確保を図ることを目的とした道路除雪計画により、安全な
道路交通の確保に努めていきます。
　今年度の除雪体制は国、県および関係機関と連携を図りながら、建
設管理課および各総合支所建設課が行うことになります。
　万全な除雪体制と、円滑な除雪作業を行うため、市民の皆さんのご
協力をお願いします。

豪
雪
時
の
体
制

地　域　  車　道     歩　道　　   計
本　荘 323.6 30.6 354.2
矢　島 113.3 15.4 128.7
岩　城 100.8 14.8 115.6
由　利 105.9 9.3 115.2
大　内 175.1 6.9 182.0
東由利 119.9 7.9 127.8
西　目 83.3 7.1 90.4
鳥　海 148.8  148.8
合　計 1,170.7 92.0 1,262.7

除
雪
除
雪
除
雪

本
荘
大
橋子吉川

菅原病院

本荘マリーナ
海水浴場

本
荘
マ
リ
ー
ナ

オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場

雪捨て場

●本荘地域雪捨場位置図



 ２日㈫ 本荘・西目 ３歳児健診 平成23年6月生まれ 13:00～13:30 本荘保健センター

 
３日㈬

 岩城・大内 ４・７・10カ月児健診 平成26年1月・4月・7月生まれ 13:00～13:15 岩城保健センター

   ３歳児健診 平成23年4月・5月・6月生まれ 13:00～13:30 由利福祉保健センター

 ８日㈪ 本荘・西目 ２歳児歯科健診 平成24年9月生まれ 13:00～13:30 本荘保健センター

 ９日㈫ 全 地 域 ５歳児健康相談 平成21年11月生まれ 12:45～13:00 市民交流学習センター

 10日㈬ 本荘・西目 １歳６カ月児健診 平成25年5月生まれ 13:00～13:30 本荘保健センター

 11日㈭ 岩城・大内 ３歳児健診 平成23年4月・5月・6月生まれ 13:00～13:15 岩城保健センター

 16日㈫ 本荘・西目 ４カ月児健診 平成26年8月生まれ 13:00～13:30 本荘保健センター

 17日㈬ 本荘・西目 10カ月児健診 平成26年2月生まれ 13:00～13:30 本荘保健センター

 24日㈬  ４・７・10カ月児健診 平成26年2月・5月・8月生まれ 13:00～13:30 由利福祉保健センター

内科・小児科
休日応急診療所
午前10時～午後４時

12月の診療日と予定当番医師

日 　  医　　師　　名

【持ち物】保険証、お薬手帳
▷問い合わせ先…本荘由利広域休日応急
　診療所（☎24-3917）、平日は本荘保健セ
　ンター（☎22-1834）※詳しくは、健康管理課または各総合支所市民福祉課へお問い合わせください。

日    受付時間　　　　　　　　実　施　場　所　　　　　　   備　考

◆乳幼児
　健診

※母子健康手帳・アンケート票・バスタオルを忘れずにお持ちください
※3歳児健診を受ける方は、ご家庭でアンケート票の中の聴力と視力の検査をしてきてください
※本荘地域と西目地域の7カ月児健診は、個別健診となります
※お住まいの地域で受診してください
※当日受診できない場合や不明な点は、当該地域の保健センターまたは市民福祉課へご相談ください

12月

◆「市長の行動」報告（10月分）
　　　　　※市ホームページ「市長室からこんにちは」もご覧ください

（受付時間：午後3時30分まで）

由利・東由利・
矢島・鳥海

献　血　　ご協力ください　　―12月献血日程―

  7日㈰  嵯　峨　泰　治
14日㈰  小　松　徳　彌
21日㈰  木　村　　　元
23日㈫  松　田　武　文
28日㈰  佐　藤　利　秋

問い合わせ先
　健康管理課
　（本荘保健センター内☎22̶1834）
または各総合支所市民福祉課へ

　心も体も健やかに
家族みんなのなの

健康ノート

実施日     対象地域　　　事　　業　　名　　　　 対　　　　象　　　　者　　　   受付時間　　　　　実施場所

◆市長交際費の報告

（１）　弔　事   　　　　　　　　　　　　　　　　　　（円）
件　　　数

合　計
支出額

支出額

３　件 63,000

（２）　会費等   　　　　　　　　　　　　　　　　　　（円）

支出日 支　　出　　内　　容

○代：代理出席

由利・東由利・
矢島・鳥海
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副市長交際費執行状況

支出額支出日 支　　出　　内　　容

  10:00～11:15 秋田ルビコン㈱
 ５日㈮ 13:00～13:45 大東精機㈱ 全血献血
  14:30～15:45 東由利総合支所

 ６日㈯
 10:00～11:45 

イオンスーパーセンター本荘店 全血献血
  13:00～15:45

 11日㈭
   9:30～10:30 廣瀬産業㈱ 

全血献血
  12:30～14:00 由利本荘医師会病院 
 
21日㈰

 10:00～11:45 
文化交流館カダーレ 全血献血

  13:00～15:45
    9:00～11:45 磐田電工㈱秋田工場
 24日㈬ 13:30～14:15 岩城会館 全血献血
  15:00～16:15 国立病院機構あきた病院

   国民文化祭ミュージックフェスティバルスペ
  ４日 シャルゲスト泉谷しげる氏来市時特産品お土
   産 

2,828

  
５日
 首都圏秋田県人会連合会　国民文化祭視察来

   市時特産品お土産 
8,686

  
８日
 全県選抜600歳野球大会開会式・懇親会会費

   （○代 石川副市長） 
5,000

  
11日

 日本の凧の会秋季由利本荘全国大会前夜祭会
   費（○代 石川副市長） 

5,000

11～12日
 信州上田大坂の陣400年記念事業真田幸村公

   大阪城入城イベント参加時特産品お土産 
11,160

  15日 市商工業振興懇談会懇親会へ寸志 5,220
  
17日

 齋藤憲三・山﨑貞一先生を偲ぶ会懇親会会費
   （○代 石川副市長） 

3,000

  
18日

 東京地区大内会第50回記念総会・懇親会へ寸志
   （○代 企業管理者） 

30,000

  
19日

 大鍬町敬老会へ御祝い
   （○代 市民福祉部長） 

3,460

  
23日

 大韓民国百合芸術団公演歓迎夕食会会費
   （○代 石川副市長） 

5,000

開催日　12月16日㈫
会　場　鶴舞温泉中広間
内　容　健康相談・血圧測定
　　　　　　（午前9時30分～10時）
　　　　自宅で継続できる軽体操
　　　　　　　　（午前10時～11時）
　　　　※タオルをお持ちください
参加費　無料
申し込み　不要
問い合わせ先
健康管理課　☎22－1834

～どなたでもお気軽においでください～

『湯ったりほのぼの教室』『湯ったりほのぼの教室』『湯ったりほのぼの教室』
　臨床心理士による「こころの相談日」
を開催します。
開 催 日　12月19日㈮
相談時間　午前10時～10時45分
　　　　　午前11時～11時45分
　　　　　午後１時30分～２時15分
会　　場　本荘保健センター
　※１人45分の相談時間となります
　※相談は予約制で1日３人までとしま
　　す
申し込み・問い合わせ先
　12月12日㈮まで、
　　　健康管理課☎22－1834

　本荘高校吹奏楽部の皆さんによるコ
ンサートです。
日　時　12月17日㈬　18時～19時
会　場　由利組合総合病院
　　　　１階 エントランスホール
問い合わせ先
由利組合総合病院
総務管理課
☎27－1200

由利組合総合病院

日　時　12月16日㈫10時～15時
　　　　（出入り自由）
会　場　由利組合総合病院　がん情報
　　　　センター（1階新患受付向い）
対　象　がん患者さん、ご家族、ご遺族
内　容　茶話会、作業療法士への相談会
　　　　（11時～11時40分）、パステル
　　　　和みアートの制作
　※詳細は由利組合総合病院ホームペ
　　ージをご覧ください
問い合わせ先　由利組合総合病院

☎27－1200

由利組合総合病院

時 ㈫ 時 時
「サロンおひさま」「サロンおひさま」「サロンおひさま」

  10月１日㈬ 県市長会定例会・視察・懇談会（北秋田市）
  

２日㈭
 本荘ハムフライ・ハム民の会「B1グランプリ IN 郡山」出陣式

   本荘地区更正保護サポートセンター開所式
  

４日㈯
 皇太子殿下 御視察御先導

   国民文化祭・あきた2014 開会式・オープニングフェスティバル（秋田市）
  ５日㈰ （西目地域）若松町50周年記念式典
  

６日㈪
 ㈱ドリームリンクと市とのアンテナ店舗の活用に関するパートナー市

   町村連携協定調印式
  ７日㈫ 本庁舎避難訓練
  ８日㈬ あきたリッチセミナー in ＮＡＧＯＹＡ（名古屋市）
  

14日㈫
 五役・部長・支所長会議

   「インティ由利本荘ソーラー発電所」建設工事 地鎮祭
  

15日㈬
 市議会臨時会

   市商工業振興懇談会・懇親会
  16日㈭ 東北市長会総会・分科会（大館市）
18日㈯
  ～27日㈪ 

県市町村職員海外視察研修（フィンランド・フランス）

  28日㈫ 県後期高齢者医療広域連合議会 全員協議会・定例会（秋田市）
  

29日㈬
 日本海沿岸東北自動車道建設促進秋田県南部期成同盟会等合同要望

   （市内・秋田市）
  

30日㈭
 県・市町村協働政策会議総会（秋田市）

   知事と市町村長との行政懇談会・懇親会（秋田市）
   市除雪安全祈願祭
  31日㈮ 由利高原鉄道㈱取締役会
   市商工会 合併10周年記念式典・会員大会・記念祝賀パーティー

  
23日

 うごしんクラブ例会懇親会へ寸志
   （○代 企画調整部長） 

5,000

  
26日

 鳥海マタギ文化の継承交流会会費
   （○代 鳥海総合支所長） 

6,500

  
29日

 本荘久寿会設立20周年記念祝賀会へ御祝い
   （○代 石川副市長） 

5,000

  30日 知事と市町村長との行政懇談会懇親会会費 5,000
   市商工会合併10周年記念祝賀パーティー会費 5,000
  31日 奥羽横断駅伝競走大会レセプション会費 

4,000
   （○代 石川副市長）
 合　計   109,854

  25日
 大韓民国百合芸術団公演交流会会費

   （両副市長出席5,000円×２人） 
10,000

 合　計   10,000



お誕生おめでとうお誕生おめでとうお誕生おめでとうお誕生おめでとうお誕生おめでとう <11月1日～15日受け付け分> どうぞ やすらかにどうぞ やすらかにどうぞ やすらかに 〈11月1日～15日受け付け分〉「お誕生」「おくやみ」欄に掲載を希望される方は、市民課（総合支所市民福祉課、出張所）窓口にお申し出ください。
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相場　　満さん

遠藤　勇二さん

鈴木　陽子さん

今野　恭一さん

堀内　勝雄さん

鈴木　　剛さん

茜屋ヱツノさん

髙橋　　京さん

（石脇・70歳）

（石脇・78歳）

（川口・70歳）

（裏尾崎町・66歳）

（宮内・79歳）

（万願寺・51歳）

（松ヶ崎・83歳）

（葛法・78歳）

増村　スミ子さん

大場　新三さん

佐々木トメノさん

今野ナツヱさん

佐々木　齊さん

佐々木タイ子さん

茂木　萬雄さん

今野　ヨネさん

（鶴沼・82歳）

（館・93歳）

（一番堰・97歳）

（藤崎・90歳）

（矢島町川辺・81歳）

（矢島町城内・82歳）

（矢島町坂之下・71歳）

（岩城内道川・99歳）

堀井　久代さん

髙野　佐市さん

木内　虎吉さん

長谷川キヨさん

畠山　　實さん

佐林千代子さん

柴田　芳松さん

松永　マンさん

（岩城内道川・91歳）

（岩城上蛇田・87歳）

（東鮎川・88歳）

（東鮎川・88歳）

（鮎瀬・80歳）

（飯沢・86歳）

（前郷・93歳）

（大内三川・71歳）

堀川　良子さん

田口　シゲさん

佐々木百合子さん

髙野二三代さん

佐々木リヨさん

鈴木キチノさん

東海林武三郎さん

佐藤　俊悦さん

（葛岡・84歳）

（大倉沢・92歳）

（新田・81歳）

（中田代・60歳）

（滝・83歳）

（新田・92歳）

（滝・92歳）

（東由利黒渕・64歳）

阿部　丸雄さん

齋藤　スヱさん

三浦　キヌさん

渡辺　重一さん

（東由利蔵・83歳）

（西目町西目・84歳）

（西目町沼田・88歳）

（西目町出戸・84歳）

鈴木　又圓さん

遠藤　　豊さん

清野　ミワさん

（土谷・81歳）

（小人町・89歳）

（松ヶ崎・82歳）

鎌田ツサコさん

齊藤　　誠さん

今野　隆啓さん

（内越・86歳）

（滝ノ沢・88歳）

（石脇・70歳）

お
た
よ
り
よ
り

お
た
よ
り

満100歳おめでとうございます満100歳おめでとうございます満100歳おめでとうございます

　市から賀詞と長寿祝い金が贈呈されました。
佐藤　キクヨさん
（大正３年11月21日生まれ・鳥海町上川内）
どうぞこれからもお元気でお過ごしください。

潟保　茂夫さん（旧西目町功労者・西目町西
目）
　11月11日永眠されました。昭和42年か
ら5期20年間、旧西目町収入役として行財
政の円滑な運営に尽力され、旧西目町の発展
に貢献されました。また、昭和22年から40
余年の永きに亘り消防団員・消防団長として
消防行政にも多大な貢献をされました。平
成6年勲五等瑞宝章・旧西目町自治功労。
86歳。

菅原　　唯ちゃん（徳浩さん）薬師堂

土田　菜奈ちゃん（房貴さん）下大野

佐々木　文ちゃん（ 圭 さん）石脇

齋藤　紬璃ちゃん（雅樹さん）鶴沼

加川　侑亜ちゃん（桂佑さん）薬師堂

渡辺　風斗ちゃん（ 誠 さん）石脇

寺本　結香ちゃん（尚史さん）石脇

大須賀結衣ちゃん（ 修 さん）大鍬町

小助川珠莉ちゃん（ 翔 さん）及位

髙野　　紬ちゃん（裕太さん）中田代

大庭　　杏ちゃん（ 司 さん）東由利蔵

佐々木奏輔ちゃん（一国さん）東由利老方

栁橋　愛奈ちゃん（ 忍 さん）西目町出戸
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